
公益財団法人 日本環境協会

エコマーク事務局

■エコマークと海外エコラベルとの相互認証について
　エコマーク事務局では、海外のエコラベルを運営する機関と相互認証協定（MRA）を締結し、
　相互認証を推進しています。

公益財団法人 日本環境協会 エコマーク事務局 （受付時間9：30～17：30）
〒101-0032 東京都千代田区岩本町1-10-5　TMMビル5階
E-mail : info@ecomark.jp

【基準・認証課】 TEL.03-5829-6284 エコマーク申請全般、認定基準全般、マーク表示
【事業推進課】 TEL.03-5829-6286 広報全般、国際協力・GEN、相互認証
【契約・監査課】 TEL.03-5829-6286 エコマーク使用契約・料金全般、不正使用等の防止・現地監査実施

www.ecomark.jp
詳しくは下記URLへ

第三者認証機関によって運営されるエコラベル制度は、世界の50以上の国や地域で実施されています。
それらを運営する機関の多くが世界エコラベリング・ネットワーク（Global Ecolabelling Network:GEN）に参加しています。
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エコマークは、世界のエコラベル機関と連携し、
世界規模での環境負荷低減に努めています

エコマークは
持続可能な社会をめざし、
消費者と企業をつなぎます

エコマーク申請のご案内
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オランダ
On the way to PlanetProof
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エコマークは 商品の一生 と
4つの環境評価項目を
考えて基準を作っています。

いくら使用時に省エネ製品であっても製造
時のエネルギーが今までの数十倍かかって
しまうとしたら、必ずしも環境に配慮してい
るとは言えません。エコマークでは環境負
荷を総合的に考え基準を作っています。

資源採取から
廃棄までの
ライフサイクル

全体

商品の一生

■省資源と資源循環
■地球温暖化の防止
■有害物質の制限とコントロール
■生物多様性の保全

資源採取

製　造廃　棄

リサイクル

使用消費

流　通

エコマーク制度の目的

エコマークは、（公財）日本環境協会が1989年に開始しました。
環境保全に役立つと認められる商品に「エコマーク」を付けることにより、商品の環境的側面に関する情報を広く社会に提供し、
持続可能な社会の形成に向けて消費者ならびに事業者の行動を誘導していくことを目的としています。

エコマークは地球環境をトータルに
考慮した商品の目印です

エコマークは、認定を受けた商品に表示されます

ライフサイクルを考慮し、商品類型（商品カテゴリー）ごとに設定された認定基準に基づいて、
中立の第三者である（公財）日本環境協会が審査を行います。
審査の結果、認定となった商品のみがエコマークを表示できるのです。



3

エコラベル
（ISO14024）
第三者認証

製品・サービスのライフサイ
クルを考慮した複数項目から
なる基準に基づき第三者が
認定

自己宣言型環境宣言
プログラム

（ISO14021）
自己宣言

事業者等の自己宣言による
環境主張。第三者の認証を必
要としない

環境製品宣言
（ISO14025）
定量的データの提供

LCAによる製品の定量化され
た環境データを開示する環境
宣言

〈参考：識別表示マーク〉

資源有効利用促進法に基づ
き表示される、分別回収を促
進するためのマーク

エコマークは中立の第三者機関が認証する
信頼の環境ラベルです

エコマークは、ISO14024に準拠する国内唯一
のエコラベル（タイプⅠ環境ラベル）です。中立の
第三者機関である（公財）日本環境協会が、公平
な審査の上で認証しています。制度の運営にお
いては、多様なステークホルダーが参加し、公平
性・透明性を確保しています。

エコマークは公益財団法人日本環境協会の登録商標です。
認定されていない商品に無断で使用することはできません。

エコマークのデザイン
エコマークは、「私たちの手で地球を、環境を守ろう」という願いを込めて、

「環境（environment）」および「地球（earth）」の頭文字「e」を表した人間
の手が、地球をやさしくつつみ込んでいるすがたをデザインしたものです｡

エコマーク事業の
運営体制

ISO（国際標準化機構）による環境ラベルの種別と特徴

エコマーク
（日本）

ブルーエンジェル
（ドイツ） SuMPO EPD（日本）

事業者
独自の
マーク

運営委員会
予算、事業計画、
規定の改定等

企画戦略委員会
商品類型選定
普及促進戦略

基準審議委員会
認定基準案の

精査・検証

基準策定委員会
商品分野別の

認定基準案の策定

審査委員会
商品の認定審査

公益財団法人
日本環境協会

エコマーク事務局
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エコマークの使用・表示にあたっては、商品類型（商品カテゴリー）ごとに定められた認定基準に照らし合わせて
申し込みを行い、「エコマーク審査委員会」の認定審査で認定後、（公財）日本環境協会と「エコマーク使用契約」を
締結します。

エコマークの審査料・年間ライセンス料

エコマーク商品認定の
お申し込みから商品への表示まで

詳細は、エコマーク事務局ウェブサイトをご覧ください。　https://www.ecomark.jp/acquire/fee/

商品認定審査料  20,000円（別途消費税）

ライセンス料（年間）  30,000円～3,000,000円（別途消費税）認定商品の合計売上高に応じる

※商品類型 No.501以降（サービス分野）では、別途料金を設定しているものもあります

商品認定審査のお申し込みから使用・表示までの主な流れ

商品に該当する商品類型（認定基準）がない場合は、認定審査を申し込むことができません。
エコマークで新たに対象とする製品・サービス分野を年1回募集しています。

詳しくは
認定審査申込について
https://www.ecomark.jp/
acquire/appli/

商品類型（商品カテゴリー）・
認定基準
https://www.ecomark.jp/
nintei/

申込締切日
毎月最終日

約1ヶ月

約1週間

結果通知から60日以内に
年間ライセンス料の振込

サービス分野の商品
類型は毎月15日

※2商品目以降の認定については、
　契約書に基づき、認定通知時に
　「商品目録」を発行

申込月の翌月
第3週目

申込月の
翌月末

・認定審査料の振込
・申込書、証明書類の提出

※書類が充足した場合

審査委員会による認定審査
（毎月1回開催）

エコマーク認定審査の申込

申込商品が認定基準を満たしているか確認

エコマーク認定審査の結果通知

※認定の場合

エコマーク使用基本契約書の締結

エコマークの使用・表示

申し込み方法

電子申請システム
（必要書類のアップロード）
によるお申し込み

■提出書類や登録の情報を、次回の
審査申込時に使うことができます。

■複数の担当者を登録して、確認や
手続きを進めることができます。

メール（必要書類の添付）に
よるお申し込みも可能です
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認定商品（製品本体、包装）やその広告・宣伝物に
エコマークを表示することができます

エコマークの文言とロゴは、（公財）日本環境協会が商標登録をしています。
商品やパッケージなどへのエコマークの表示は、当協会とエコマーク使用基本契約を締結し、
使用を許諾された使用契約者に限られます。

エコマークロゴと認定番号または
使用契約者名を記載

エコマーク商品であることを示す
表記の併記可能

エコマークは公平性・信頼性を
確保しています

エコマークの表示

表示方法 表 示 例

エコマーク商品
[認定番号]

認定取得商品（製品・サービス）の信頼性確保
認証スキーム全体を通して、エコマーク商品が継続的に認定基準に適合していることを確認しています。
■新規認定時のチェック・レビュー、中立機関の専門家・有識者により構成する審査委員会での審査
■認定商品の追加・変更時のチェック・レビュー
■認定後のサーベイランス：認定基準への適合状況の確認（５年毎の報告）、現地監査、試買テスト

日本環境協会の認証機関としての信頼性
（公財）日本環境協会は、信頼ある認証機関としての認定・認証を受けています。

ISO/IEC17065製品認証機関として認定
（公財）日本環境協会は、ISO/IEC17065の要求事項に適合し、エコマークの
認証活動を遂行する十分な能力をもつ信頼できる製品認証機関として独立
行政法人製品評価技術基盤機構(NITE)認定センター(IAJapan)より認定さ
れています。

ISO14024に則り運営している機関として認定
環境ラベルの基準策定方法や組織体制などがISO14024の規則に則って運営しているとして、
GENICES（GEN国際協調エコラベルシステム）認証を受けています。

詳しくは「エコマーク使用の手引」にてご確認ください。
（https://www.ecomark.jp/office/guideline/guide/）
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エコマーク取得がもたらす
マーケティング効果

エコマークの優位性
エコマークには、高い認知度、理解度および信頼度があります。
エコマークを取得することによって企業の環境配慮型商品のブランド価値向上に役立てることができます。

エコマーク認定商品の優位性

エコマーク商品の
環境イメージアップ

企業のイメージアップ

エコマークの表示はわかりやすく、エコマークがついていないエコ商品と比べイメージアップにつながります。
企業としても、よい印象を持たれています。

■思う  
■少し思う  
■思わない  
■わからない

出典『エコマーク表示に関するイメージ等調査結果』2021年4月（公益財団法人日本環境協会）
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59.5％

0％ 20％ 40％ 60％ 80％

40.9％
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ロゴ トロフィー

エコマークアワード
エコマークの表彰制度「エコマークアワード」を年1回実施しています。エコマーク商品
等を通じて持続可能な社会の形成に向けて積極的に活動している企業・団体等を表
彰します。また、エコマーク認定商品のうち、特に環境性能や先進性等が優れた商品に
対する賞を設けています。

ソーシャルメディア
エコマーク公式Instagram、X、Facebookページにて、身近な情報を発信しています。
YouTubeでは、エコマークの紹介や認定手続きに関する動画を公開しています。

Facebook YouTubeInstagram X

ユーザーロゴ
エコマーク使用契約者以外が、エコマーク商品を使用（調達し、自ら使用）しているこ
とをアピールしたい場合に、環境報告書などで使えるロゴ。（要申込・無料）

(株)エコプラスは、環境に
配慮してエコマーク認定の
制服「エコマール」(JEA商
事)を使用しています

E C O M A R K
U S E R

ECサイト×エコマーク
エコマーク認定商品の情報は、JANコードを介して、ECサイト（ネット通販）事業者の
製品ページ等と連携され、各サイトでのエコマーク表示等に活用されています。
製品の認定情報を最小の品番単位ごとにデータ提供できるのが、エコマークの強みです。
JANコードは、申請書類への記入のみで登録されます。

✓グリーン購入法の「判断の基準」より厳しいエコマーク認定基準
　（同等以上の基準を設定）
✓第三者機関である（公財）日本環境協会が審査・認定

グリーン購入×エコマーク
持続可能な社会づくりに向けて、2000年に制定された「国等による
環境物品等の調達の推進等に関する法律（グリーン購入法）」では、
国等が購入する商品は、環境への負荷が少ない商品にするよう取り
組むことを義務づけています。また地方公共団体や民間事業者およ
び国民にも、できるだけグリーン購入に努めるよう求めています。

グリーン購入法

エコマーク

エコマーク商品であれば
グリーン購入法適合
※一部対応していない部分があります。

グリーン購入法の約7割を網羅

事業機会の拡大

エコマークがグリーン購入で活用される理由

エコマークの普及・啓発に努めています
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